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富士■1■の宝永火口

表紙の写真
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富士川の噴火は洪積世にはいって現在の■⊥,体が形成されてからも

何度もくりかえされており有史以後でも十数回の噴火が記録されてい

る.しかしこの宝永火口ができた宝永4年(1707)の噴火以後には

ほとんど噴火らしい噴火はたく休眠期にはいって260年余をへている.

このときの噴火では頃ずらしく石英安山岩質溶岩をともなった噴火で

')､それまでの主として玄武岩質溶岩による噴火とは趣をことにしている､

このときの噴火はその1ヵ月前に遠州灘付近を震源とする大地震のあ

とで起きたもので地震との間に何らか関係がありそうにみえる､こ

の大地震は規模が大きく日本全国につなみの災害がおきたと記録さ

れている.一方この噴火ピよる災害も大きく甲府盆地にまで小豆粒

大の溶岩が降ったといわれている.

この写真は静岡県側から撮影したもので山梨県よりみた寄生火■1■

雲の写真を周中収君(東大大学院)と一緒に撮影したが適当たもの

がなくこれを選ノ)だ.

(文浜野一彦写真正丼義郁)�


